
工場見学・体験の様子 

2025とめオープンファクトリーを開催しました！ 

登米地域だより 

 登米市内の企業について理解を深めてもらうと

ともに、将来地元企業への就職につなげるきっか

けづくりを創出することを目的に、夏休み期間中

の７月下旬～８月上旬にかけて、小・中学生と保

護者を対象とした親子工場見学会を開催しまし

た。 

 昨年に引き続き、２回目の開催となった今年度

は、市内企業１５社が参加し、親子２３３名が工

場見学や体験メニューを楽しみました。保護者の

方からは、「地元にどんな企業があるのか知るこ

とができて大変良かった」、「今後も機会があれ

ば参加したい」といった感想をいただきました。 

 また、小・中学生からも、「工場見学やものづ

くり体験が楽しかった 」、「大きな機械でいろん

なものを作っていてすごい 」といった感想をいた

だくなど、“ものづくり”に興味を持ってもらう

ことができました。 

 参加した企業の半数以上は、来年も参加したい

という意向を示しており、「少しでも多くの方に

当社を知ってもらいたい」という声も聞かれまし

た。 

 当部では、今後も登米市内企業の認知度向上に

向けた取り組みを継続していきます。 
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 令和7年8月28日、安達農業振興部長からJAみ

やぎ登米の石川組合長に対し、「みどり認定」の

グループ申請認定証が交付されました。 

 JAみやぎ登米は、平成15年から管内全域で環

境保全米（Cタイプ：化学肥料・化学農薬の施用

量を県慣行の1/2以下とした生産基準）に取り組

んでいます。 

 今回、環境保全米（Cタイプ）に取り組む生産

者1,379人をまとめて、JAみやぎ登米がグルー

プ申請し、令和7年8月26日付で認定されまし

た。 

 7月末現在の県内みどり認定数は約380経営体

でしたが、今回の1,379経営体のグループ認定に

より、認定件数が県内トップとなりました。農業

振興部では、引き続き、管内の環境に優しい農業

生産の取組を支援してまいります。 

※みどり認定とは 

 農業者が日頃の生産活動の中で、環境負荷の低減を図るた

めに行う５年間の活動計画を都道府県知事に提出し、認定さ

れること。 

 JAみやぎ登米にみどり認定のグループ認定証が 

   交付されました！  

安達農業振興部長（写真右）から石川組合長へ認定証を交付 

高校生の林業体験会（インターンシップ）を開催しました！ 

 ７月１６日、津山町林業研究会が主催した林業

体験会（高校生インターンシップ）に古川工業高

校建築科の１年生４０名が参加しました。 

 生徒たちは、令和４年度に同校の先輩達が植え

たスギの植林地で、林業研究会会員や当所林業普

及指導員の指導を受けながら、下刈り鎌を使って

下草刈りを体験しました。 

 生徒の皆さんは３０℃を超える暑さの中、こま

めな水分補給と木陰での休憩を取りながら、初め

は慣れない作業に苦労しつつも、次第に要領をつ

かみ、仲間と刈跡を競い合いながら汗を流してい

ました。 

 また、作業後には当所から登米市森林管理協議

会の取組について講話を行い、「木材を有効に利

用しながら、森林を守り育てること」の大切さ

と、そこで働く人々、地域の暮らしに配慮して活

動していることを学んでいただきしました。 

 今回の体験が、生徒の皆さんに森林の役割や林

業の大切さを学ぶきっかけとなるとともに、地域

に根ざした人材に育って行くことを期待していま

す。 
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令和７年度宮城県総合畜産共進会（肉用牛の部）開催‼ 

登米地区が団体賞を獲得 

名誉賞を獲得した登米和牛育種組合の出品牛 団体賞を獲得した登米地区関係者の皆さん 

宮城県東部家畜保健衛生所 

 生産農家と関係者が一堂に会し、家畜改良及び

飼養技術の向上に努力・研鑽した成果を披露する

「令和７年度宮城県総合畜産共進会（肉用牛の

部）」が、美里町の「みやぎ総合家畜市場」を会

場に、令和７年９月５～６日に開催されました。  

 共進会には、５５頭（延べ６６頭、単体出品２

５頭、群出品１５組４１頭）の出品がありまし

た。登米地区からは、第１８回登米市畜産共進会

で上位入賞した牛を中心に選抜された１１頭（延

べ１２頭、個体出品４頭、群出品３組８頭）が出

品されました。 

 共進会の開会式に併せて行われた、家畜改良功

労者表彰では、令和６年度に宮城県基幹種雄牛に

選抜された「茂勝久」号の生産者である、豊里町 

佐藤八郎さんが、家畜改良功労者として表彰され

ました。 

 共進会は、１日目に、出品牛１頭ごとに体高な

どの体格測定や栄養度判定を行う「個体審査」、

２日目には、第１区～第５区の各区ごとに出品牛

を審査場に並べて「比較審査」が行われました。 

 審査の結果、登米地区の出品牛は、５つの区全

てで最優秀賞を獲得、また、第５区（父系群）で

最優秀賞１席となった登米和牛育種組合の出品牛

（出品者：東和町 佐藤記一さん、米山町 佐藤

浩志さん、中田町 有限会社Ｎ.Ｏ.Ａ）が名誉賞を

獲得し、農林水産大臣賞及び宮城県知事賞を受賞

しました。また、第４区（高等登録群）で最優秀

賞１席となった登米和牛育種組合の出品牛（出品

者：チバズファーム株式会社）が東北農政局長賞

を受賞しました。 

 さらに、団体賞は登米地区が獲得し、昨年の雪

辱を果たしました。 

 登米和牛育種組合では、９月１２日に報告会を

開催し、関係者一同、今回の結果を喜びあうとと

もに、令和９年の第１３回全国和牛能力共進会北

海道大会に向け、決意を新たにしています。 



  農村や田んぼが持つ役割 

みやぎ出前講座「田んぼの学校」を開催しました！ 

 当所農業農村整備部では、登米市立東郷小学校

からの申し込みを受け、６月１８日（水）と２５

日（水）にみやぎ出前講座「田んぼの学校」を開

催しました。 

 本活動は、自分たちが住む農村や田んぼが持つ

役割を理解してもらうことを目的に、平成２２年

度から実施しています。今年は、５年生１６人を

対象に、迫川沿岸土地改良区職員と多面的機能支

払交付金活動組織の「裏大岳ふる里守り隊」の皆

さんに御協力いただき実施しました。 

 講座は、近年の高温による熱中症対策として、

屋内と屋外に活動を分け、屋内では農業と農村の

いろいろな働きについてのはなしと用水路の水質

調査、屋外では用水路に入って生き物を捕獲し、

その生き物が何なのかを調査しました。 

 屋内の活動も、屋外の活動も、子供たちは楽し

みながら取り組み、「田んぼのさまざまな役割に

ついて知ることができて、とても勉強になった」

「生き物調査をもっとやりたかった！」などの声

がありました。 

 当部では、今後も「田んぼの学校」を継続し、

子供たちの農業・農村に関する学習機会を支援し

ていきます。 

水草の根元にザリガニがいるかな 図鑑を片手に「これは何だろう」 
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  スマイルサポーターパネル展を開催しました！ 

 道路ふれあい月間の取組として「スマイルサ

ポーターパネル展」を開催し、サポーターとして

御協力いただいている皆様の活動の様子を紹介し

ました。 

 ■月日 8月８日（金）～8月１８日（月） 

 ■場所 イオンスーパーセンター佐沼店 

○道路ふれあい月間とは･･･ 

 道路を常に美しく保ち、安全に正しく利用する

ための啓発活動や、愛護活動を特に推進する期間

として毎年８月を「道路ふれあい月間」と定めて

います。 

 道路を利用する方々に、道路とふれあい、道路

の役割と重要性を改めて知っていただくため、県

全域で様々な取組を行っています。 

 

○スマイルサポーターとは･･･ 

 県が管理している道路や河川において、清掃

や緑化作業などの美化活動を行っていただいて

いる団体や個人のことです。 

 現在、登米市内では、道路59団体、河川25

団体の計84団体のスマイルサポーターの皆様

に御協力をいただいています。 

 2025夏休み！小学生と保護者の建設現場見学会を 

  実施しました！ 

普段は見ることができない建設工事現場や工事

で使われている技術の見学を通じ、建設産業の魅

力や社会的意義についての理解を深め、将来の職

業選びに役立てていただくために、７月２３日

に、宮城県建設業協会登米支部の協力を得て、小

学生と保護者を対象に、長沼ダムと、荒川サイ

フォン関連の建設現場見学会を開催しました。 

見学会には、申し込みのあった16組3６名が参

加し、現場で行われている工事の目的や内容を聞

きながら現場を見学したほか、重機や高所作業車

の試乗体験等を行いました。参加した小学生から

は、「いろいろな乗り物に乗れて楽しかった」、

「測量機器で宝探しをまたやりたい」など感想を

いただき、建設業の仕事について興味を持っても

らう、貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

パネル展の様子 

記念撮影 

重機試乗体験 
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